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「市民への約束」達成状況

「地域情報化計画」を策定しました
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[ 政策推進部 ]
　地域資源の再発見とブランドイメージの構築を目標としました。結果として、市民フォーラムの開催により地
域価値の再発見を訴えたほか、水源の里を発信するため「親子の絆」をテーマにした撮影や子ども向け冊子づく
りの取り組みを始めました。

水源の里条例をもとに、過疎・高齢化する地域の元気未来づくりを進めます ★★★

[ 市民自治センター ]
　市長が直接地域に出向いて対話を重ねる「出前トーク市長と語る」を年間20回開催することを目標としました。
結果として、6自治会、15各種団体の計21回で延べ330人の市民のみなさんと直接対話することができ、絆
づくりを進めることができました。

「出前トーク市長と語る」の実施により、対話のまちづくりを推進します ★★★

[ 教育委員会 ]
　「心豊かでたくましい米原のこども」を育てるため、「みんなで伊吹山に
登ろう」「みんなでふるさとを描こう」「みんなで本を読もう」に取り組む
ことを目標としました。結果として、3事業すべてに市内の24校園で取り
組むことができました。「みんなで伊吹山に登ろう」では、地域性なども考
慮して伊吹山だけでなく身近な山への登山にも取り組みました。

米原っ子の「生きる力」を育む取り組みを推進します ★★★★

[教育委員会 ]
　新設の東部給食センターを食育推進の発信基地として、郷土料理の普及
や地場農産物の活用などを含めた、総合的な食育推進を目標としました。
結果として、親子料理教室を開催したほか、小学校の校外活動での利用や
市民開放を行いました。学校給食における地場産物の利用は 6月期では
20.9％でしたが、11月期では23.9％に高めました。

学校給食における食育 ･地産地消により、子どもたちによりよい環境を提供します ★★★

[ 教育委員会 ]
　体育施設の整備として山東グラウンドの用地確保を目標としました。結果として、グラウンド建設候補地を決
定し、調査測量業務完了までの進ちょくとなりました。既に地権者会議は開催しており、今後は実施設計と目標
とした用地確保を早急に進めます。

体育施設の整備により、社会を支える市民のまなびをサポートします ★★

「みんなで本を読もう」の様子

親子料理教室の様子
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達成度（自己評価）の見方　　　　　　　　（全84項目の達成度内訳）

★★★★★ 期待を上回る成果 ｜　　　　　00
★★★★ 期待をやや上回る成果 ｜　　　　　11
★★★  期待どおりの成果 ｜　　　　　57
★★  期待をやや下回る成果 ｜　　　　　12

★  期待を下回る成果 ｜　　　　　04

「市民への約束」達成状況
平成21年度 部局別重点目標の達成状況

　平成 21年 7月 15日号の「広報まいばら」で市民のみなさんに約束したことについて、平成
21年度中の取り組み内容とその自己評価結果を公表します。
　なお、約束した取り組みは全部で84項目ありますが、その中の主な取り組みで目標に対し期待
を下回ったものや、反対に期待を上回ったものを中心に10項目についてお知らせします。
　全項目の取り組み状況については、市の公式ウェブサイトと情報プラザでご覧いただけます。
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[ 経済環境部 ]
　制度を新設して若手新規就農者の支援を始めることを目標としました。結果は、新規就農者が必要とする内容
や情報について協議を行い、支援の制度設計をまとめるまでとなりました。具体的な支援については、平成22
年度から開始します。

若手新規就農者を育成・支援します ★

[ 政策推進部 ]
　第2次の行財政改革大綱を策定しましたが、実施計画については未策定となりました。実施計画の策定は、第
1次の 5年間の成果を検証したうえで行う必要があるとの判断から、本年度上半期に策定します。

新たな行財政改革大綱と実施計画の策定に取り組みます ★★

[経済環境部 ]
　観光ガイド育成強化のために、養成講座を10回開催するこ
とを目標としました。結果として、グループ別に12～ 14回
の養成講座を行い17人が修了されました。また、そのうち8
人の方に米原市ボランティアガイド協会へ入会いただきまし
た。

[ 総務部 ]
　公共施設の総合的な再編計画に向けて、基礎調査を実施することを目標
としました。結果として、現地調査や施設別カルテの作成による現状把握
を業者に委託して行いました。この事業は平成 21年度と 22年度の 2ヵ
年度で実施しますが、業務委託の準備事務に日数がかかりスケジュールに
遅れが生じました。

観光ガイドの育成強化により、「おもてなしの心」で米原を元気にします ★★★★

公共施設の見直しにより、市有財産を効率的に運用します ★★

[都市整備部 ]
　米原南工業団地への立地企業を㈱ＳＩＬＣと決定し、土地売買契約書を締結しましたが、事業着手に向けた準
備が整わないことから土地代金の支払期限を延長しました。また、貨物ターミナル駅やターミナル進入路の整備
が促進されるよう、関係機関と協議調整を継続して行いました。

米原南工業団地への企業立地および社会基盤整備を促進します ★★

庁舎を含め158施設のカルテを作成

北国脇往還ガイド実習の様子

「全国広報コンクール」入賞 !!
　自治体の広報誌やウェブページなどを表彰する「全国広報コンクー
ル」の入賞作が発表され、伊吹山テレビで特集した「ふるさとの音
～八幡神社太鼓踊り附

つけやっこぶ

奴振り～」が映像部門で３席（読売新聞社賞）
に選ばれました。
　これもひとえに、日頃から地域話題の提供や出演・取材に協力い
ただいている市民のみなさんのおかげです。
　今後も地域の魅力を再発見し、市への愛着を深めていただけるよ
うな番組づくりに取り組んでいきますので、ご協力をお願いします。
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お問い合わせ　　政策秘書課（米原庁舎）　☎ ５２ー６６２６　  ５２ー５１９５



4public information  Maibara 2010.6.15

多文化共生の 
　まちづくりに向けて 

特 
集 

結果報告  vol.１ 

米原市多文化共生社会実現に向けた

市民意識調査市民意識調査

　
「
多
文
化
共
生
社
会
」
と
は
、
国
籍

や
文
化
、
習
慣
な
ど
の
違
い
に
関
わ
ら

ず
、
お
互
い
に
認
め
合
っ
て
対
等
な
関

係
を
築
き
な
が
ら
、
地
域
の
構
成
員
と

し
て
共
に
生
き
て
い
く
社
会
の
こ
と
で

す
。

　

市
で
は
昨
年
度
、
外
国
籍
市
民
に
関

す
る
日
本
人
側
の
意
識
や
実
態
を
把
握

す
る
た
め
「
米
原
市
多
文
化
共
生
社
会

実
現
に
向
け
た
市
民
意
識
調
査
」
を
実

施
し
、
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
基
礎
資
料
の
収
集
と
分
析
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
調
査
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
な
っ
た
外
国
籍
市
民
に
対
す

る
米
原
市
民
の
意
識
や
、
外
国
籍
市
民

と
の
関
わ
り
の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
お

伝
え
し
ま
す
。

 

外
国
籍
市
民
と
の
つ
き
あ
い
行
動

①
外
国
籍
市
民
の
割
合
と

　

人
権
施
策
基
本
方
針
の
認
知
度

　

米
原
市
民
の
約
58
人
に
１
人
（
調
査

時
点
）
は
外
国
籍
市
民
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
市
の
「
人
権
施
策
基
本
方
針
」

に
、
外
国
人
の
人
権
に
関
し
て
記
述
し

て
あ
る
こ
と
を
、
み
な
さ
ん
は
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。

　

調
査
の
結
果
で
は
、
い
ず
れ
の
項
目

も
全
体
的
に
認
知
度
が
低
く
、
年
齢
が

下
が
る
に
つ
れ
て
外
国
人
と
の
接
触
の

頻
度
が
高
い
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
特

に
若
い
世
代
ほ
ど
認
知
度
が
低
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

【
表
１
・
表
２
】

②
日
常
生
活
に
お
け
る

　

外
国
籍
市
民
と
の
接
触

　

外
国
人
と
の
つ
き
あ
い
は
全
体
と
し

て
低
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
人
と
顔
を
合
わ
せ
る
機

会
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
に
居
住
す
る

在
日
外
国
人
数
に
よ
っ
て
違
い
が
見
ら

れ
ま
し
た
が
、
学
校
で
一
緒
に
勉
強
を

し
た
り
、
一
緒
に
働
い
た
り
、
友
人
と

し
て
付
き
合
っ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
は
、
地
域
に
よ
る
差
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

【
表
３
・
表
４
】

〔
調
査
方
法
〕

▼
調
査
・
分
析
期
間

　

平
成
21
年
７
月
〜
22
年
１
月

▼
調
査
対
象　

20
歳
以
上
の
米
原
市
民

４
％
を
無
作
為
抽
出
（
性
別
・
４
地

域
別
で
層
化
）、
サ
ン
プ
ル
数
は
１
，

３
１
６

▼
有
効
回
収
数
（
回
収
率
）

　

６
９
９
票
（
53
．１
％
）

　

今
回
の
調
査
は
、
対
象
者
の
抽
出
、

調
査
票
の
発
送
お
よ
び
回
収
は
人
権
政

策
課
が
行
い
、
そ
の
後
の
集
計
お
よ
び

分
析
は
多
文
化
共
生
研
究
会
に
委
託
し

て
実
施
し
ま
し
た
。

【表1】年代別にみた外国籍市民の割合認知度
知っていた 知らなかった

20～ 30代  4.7% 95.3%
40～ 50代  6.6% 93.4%
60代以上 11.4% 88.6%
合　　　計  8.4% 91.6%

【表2】年代別にみた人権施策基本方針の認知度
知っていた 知らなかった

20～ 30代  1.4% 98.6%
40～ 50代  8.8% 91.2%
60代以上 17.6% 82.4%
合　　　計 11.2% 88.8%

【表３】日常生活における外国人との接触状況

はい いいえ

ほとんど見かけることはない 33.9% 66.1%

生活している地域で、外国人と顔を合わせるこ
とがよくある

53.4% 46.6%

学校で一緒に勉強したことがある 12.5% 87.5%

一緒に働いたことがある 29.5% 70.5%

友人としてつきあっている／つきあっていた 12.3% 87.7%

自分または家族や親せきが、日本に住んでいる
外国人と結婚している

7.9% 92.1%
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つ
ま
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
外
国

籍
市
民
を
「
見
か
け
る
」
機
会
は
あ
っ

て
も
、「
関
わ
る
」
機
会
が
き
わ
め
て

少
な
く
、
日
常
生
活
で
外
国
人
と
顔
を

合
わ
せ
る
こ
と
が
比
較
的
多
い
山
東
地

域
の
人
々
に
と
っ
て
も
、
つ
き
あ
い
や

交
流
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
少
な

い
よ
う
で
す
。

外
国
籍
市
民
へ
の

　
　
考
え
方
と
抵
抗
感

③
外
国
人
に
つ
い
て
の
考
え
方

　

こ
こ
10
年
、
在
日
外
国
人
の
数
は
増

加
し
て
き
ま
し
た
が
、
調
査
で
は
外
国

人
に
対
す
る
意
見
、
い
わ
ゆ
る
日
本
の

「
外
国
人
観
」
に
つ
い
て
も
聞
き
取
り

を
行
い
ま
し
た
。

【
表
５
】

　

そ
の
結
果
、
外
国
人
と
の
共
生
を
望

ん
で
い
る
市
民
は
多
い
も
の
の
、「
郷

に
入
れ
ば
郷
に
従
え
」
式
の
、
外
国
人

が
日
本
の
文
化
や
習
慣
に
合
わ
せ
る
こ

と
を
望
む
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
外
国
人
が
市
民
と
し
て
の

権
利
を
行
使
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
否

定
的
で
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
外
国
人

が
増
加
す
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
就

業
や
生
活
が
脅
か
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
不
安
の
表
れ
と
言
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

④
在
日
外
国
人
と
の

　

接
触
状
況
と
抵
抗
感

　

調
査
で
は
、「
在
日
外
国
人
と
自
分

の
子
ど
も
が
結
婚
す
る
こ
と
」、「
在
日

外
国
人
が
自
分
の
上
司
に
な
る
こ
と
」、

「
在
日
外
国
人
が
自
分
の
隣
近
所
に
住

ん
で
い
る
こ
と
」
に
関
す
る
抵
抗
感
に

つ
い
て
も
聞
き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

単
純
集
計
で
は
、
結
婚
に
つ
い
て
は

約
4.6
割
、
職
場
の
上
司
・
隣
に
住
む
こ

と
に
つ
い
て
は
約
３
割
の
人
が
抵
抗
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
分
析
を
深
め
て
い
く
と
、

一
緒
に
勉
強
し
た
り
働
い
た
り
し
た
人

や
、
友
人
付
き
合
い
を
し
て
い
る
人
の

抵
抗
感
は
軽
く
、
外
国
人
と
の
つ
き
あ

い
や
接
触
の
有
無
が
、
外
国
人
に
対
す

る
意
識
に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

【表4】 「生活地域で外国人と顔を合わせる機
　　　 会がよくある」の地域別集計

はい いいえ

米原地域 42.9% 57.1%

近江地域 51.4% 48.6%

山東地域 63.1% 36.9%

伊吹地域 57.3% 42.7%

合　　計 53.5% 46.5%

【表5】外国人に対する次の意見についての考え方

そう思う
どちらか
といえば
そう思う

どちらか
といえば
そう思わない

そう思わない

日本に住んでいる外国人は、日本の文化やしきたりを守るべきだ 44.5% 42.5% 8.9% 4.1%

外国人という理由で大家が入居を断るのは良くないことだ 34.7% 40.2% 18.2% 6.9%

外国の言葉・文化・習慣を知る機会が増えるのは望ましいことだ 33.1% 48.9% 12.9% 5.1%

外国人が地域のお祭りなどの行事に参加するのは良いことだ 32.1% 52.3% 10.9% 4.6%

地域で外国人と交流できるのは、好ましいことだ 27.3% 50.8% 15.7% 6.2%

外国人が町内会や自治会に加わるのは良いことだ 24.1% 52.2% 18.8% 5.0%

考え方の違う外国人を日本社会に受け入れることはむずかしい 23.3% 41.4% 27.3% 8.0%

外国人もＰＴＡなどの役員にどんどんなってゆくべきだ 19.1% 44.3% 27.9% 8.7%

外国人による日本の土地購入は良くないことだ 12.4% 27.9% 37.5% 22.2%

外国人と日本人の結婚が増えるのは良いことだ 10.4% 36.8% 39.0% 13.9%

政治的な迫害で難民となった外国人を積極的に受け入れた方が良い 9.9% 33.0% 41.0% 16.1%

多くの外国人が日本に永住することは良いことだ 9.2% 31.1% 43.6% 16.1%

外国人が多く入って来ることは、日本経済の発展につながる 9.1% 31.1% 42.0% 17.8%

日本に外国人が増えるのは好ましいことだ 5.9% 24.8% 48.9% 20.4%

職場の同僚に外国人が増えることは好ましいことだ 5.0% 27.8% 50.5% 16.7%

外国人の公務員を増やすべきだ 3.0% 18.0% 48.7% 30.3%

隣近所に外国人が増えることは好ましいことだ 2.6% 20.5% 51.3% 25.6%
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外
国
籍
市
民
の
た
め
の

 

活
動
に
対
す
る
参
加
意
欲

⑤
在
日
外
国
人
の
た
め
の

　

活
動
に
対
す
る
参
加
意
欲

　

表
６
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
す
べ
て

の
項
目
に
つ
い
て
、
参
加
し
た
く
な
い

（
参
加
し
た
く
な
い
＋
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
参
加
し
た
く
な
い
）
と
の
回
答
が

過
半
数
を
占
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
外
国
人
と
日
本
人
の
国
際
交

流
イ
ベ
ン
ト
や
語
学
講
座
と
い
っ
た

「
体
験
参
加
型
」
の
国
際
交
流
を
望
む

市
民
は
多
い
も
の
の
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
型
」
の
交
流
を
望
む
人
は
少
な
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

【
表
６
】

⑥
外
国
人
の
人
権
と

　

必
要
な
施
策
へ
の
意
識

　

行
政
が
行
う
外
国
人
の
た
め
の
施
策

に
は
肯
定
的
な
態
度
を
持
つ
市
民
が
多

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
地
方
参
政
権
や
行
政
へ
の

参
画
推
進
に
つ
い
て
は
も
っ
と
も
否
定

的
な
回
答
が
多
く
、
約
4.5
割
の
人
が
重

要
で
な
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

【
表
７
】

　

さ
ら
に
、
外
国
人
と
の
つ
き
あ
い
行

動
が
、
や
は
り
施
策
に
対
す
る
意
識
に

影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま

し
た
。
特
に
、「
子
ど
も
た
ち
の
就
学

支
援
」・「
相
談
・
支
援
体
制
の
充
実
」・

「
就
労
環
境
の
整
備
」・「
国
際
理
解
教

育
の
推
進
」
の
４
項
目
に
つ
い
て
は
、

つ
き
あ
い
が
あ
る
場
合
の
方
が
な
い
場

合
に
比
べ
て
、
よ
り
「
重
要
で
あ
る
」

と
回
答
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
実
際
に
外
国
人
と
つ

き
あ
っ
て
み
て
初
め
て
、「
相
談
・
支

援｣

・「
教
育
」・「
就
労
」
の
問
題
が
在

日
外
国
人
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
で
あ

る
か
を
感
じ
て
い
る
結
果
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

「
課
題
と
提
言
」
に
つ
い
て

来
月
号
で
継
続
特
集
し
ま
す
！

　

今
回
の
市
民
意
識
調
査
の
結
果
で
明

ら
か
と
な
っ
た
点
を
踏
ま
え
、
市
が
外

国
籍
市
民
に
対
す
る
効
果
的
な
人
権
施

策
を
推
進
す
る
た
め
に
取
り
組
む
べ
き

課
題
と
提
言
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
７

月
15
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
部 

人
権
政
策
課
（
米
原
庁
舎
）

　

☎ 

５
２
ー
６
６
２
９　

 

５
２
ー
４
５
３
９

【表6】　在日外国人のための活動への参加意識

参加したい どちらかといえば、
参加したい

どちらかといえば、
参加したくない 参加したくない

日本人と外国人が交流するイベント 6.0% 38.8% 37.5% 17.7%
多文化共生について学ぶための講演会や学習会 5.9% 36.0% 38.5% 19.6%
外国人とコミュニケーションできるようになるための、
外国語講座の受講 4.9% 28.4% 35.7% 30.9%

外国人を対象とした日本語教室でのボランティア 4.0% 24.0% 46.7% 25.3%
外国人のホームステイ受け入れ 4.0% 17.3% 47.4% 31.2%
生活に困っている在日外国人のための支援 3.1% 29.2% 46.1% 21.6%

通訳や翻訳 1.9% 15.1% 44.8% 38.2%

【表7】　外国人の人権を守るために重要な施策についての意識

重要である どちらかといえば、
重要である

どちらかといえば、
重要ではない 重要ではない

外国籍児童生徒を対象とした日本語教育や母語保持教育
を推進する 24.1% 53.4% 18.1% 4.3%

在日外国人のための相談・支援体制を充実する 23.5% 52.9% 18.6% 4.9%
全校児童生徒を対象とした国際理解教育を推進する 21.2% 56.8% 17.3% 4.6%
安心して就労できる環境を整備する 20.3% 57.1% 18.3% 4.3%
日常生活に必要な情報を外国語で提供する 19.8% 51.5% 22.2% 6.5%
在日外国人の子どもたちの就学を支援する 19.4% 54.4% 20.6% 5.6%
在日外国人に対する社会的諸制度の格差を是正する 16.5% 56.6% 20.7% 6.1%
国際理解のための講座、交流イベントを開催する 13.1% 54.5% 26.5% 5.9%

地方参政権や行政への参画を推進する 9.6% 45.0% 36.1% 9.4%
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お
問
い
合
わ
せ

　

水
源
の
里
振
興
室
（
伊
吹
庁
舎
）

　

☎ 

５
８
ー
１
１
２
１　

 

５
８
ー
１
６
３
０

　

過
疎
高
齢
化
す
る
集
落
の
持
続
的
発

展
を
支
え
る
た
め
に
制
定
し
た
「
水
源

の
里
ま
い
ば
ら
元
気
み
ら
い
条
例
」。

　

そ
の
規
定
に
基
づ
く
重
点
施
策
対
象

地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
伊
吹
地
域
北

部
８
集
落
（
甲
津
原
・
曲
谷
・
甲
賀
・
吉
槻
・

上
板
並
・
下
板
並
・
大
久
保
・
小
泉
）
で
、

１
月
か
ら
２
月
に
か
け
「
集
落
点
検
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

集
落
点
検
は
、
集
落
の
生
活
実
態
を

把
握
す
る
た
め
に
、
各
集
落
お
よ
び
東

草
野
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
・
姉
川
せ
せ

ら
ぎ
懇
話
会
と
の
連
携
・
協
力
の
も
と
、

指
定
地
域
内
の
全
戸
ア
ン
ケ
ー
ト
や
区

長
を
は
じ
め
と
す
る
集
落
関
係
者
へ
の

聞
き
取
り
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

　

聞
き
取
り
調
査
に
お
い
て
は
、
各
課

等
か
ら
選
任
し
た
27
名
の
集
落
支
援
職

員
と
、
集
落
と
行
政
の
連
携
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
集
落
支
援
員
が
手
分
け
し
て
、

集
落
の
代
表
者
な
ど
の
方
々
と
と
も
に
、

耕
作
放
棄
地
や
空
き
民
家
な
ど
を
地
図

に
落
と
し
た
集
落
点
検
マ
ッ
プ
も
作
成

し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
結
果
、
草
刈
や
除

雪
、
介
護
、
鳥
獣
被
害
に
よ
る
耕
作
意

欲
の
低
下
な
ど
生
活
に
不
安
や
不
便
を

感
じ
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
美
し
い
自
然
や
伝
統
文
化
を
大

切
に
引
き
継
い
で
き
た
こ
の
地
域
を
こ

れ
か
ら
も
守
り
た
い
と
の
回
答
が
多
く
、

地
域
へ
の
誇
り
や
愛
着
な
ど
の
意
識
が

高
い
と
い
う
実
態
も
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
実
態
を
地
域
と
行
政
が
共
有
し
、

地
域
の
問
題
や
課
題
に
対
応
す
る
解
決

策
の
参
考
と
す
る
た
め
、
集
落
ご
と
に

「
集
落
点
検
結
果
報
告
会
」
を
５
月
に
開

催
し
、
区
民
の
み
な
さ
ん
と
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

５
月
19
日
、
曲
谷
集
会
所
を
会
場
に

行
っ
た
報
告
会
で
は
、
農
地
保
全
、
移

住
や
定
住
対
策
な
ど
条
例
に
基
づ
く
行

政
施
策
の
展
開
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る

と
と
も
に
、「
結
果
は
住
民
一
人
ひ
と
り

で
は
思
っ
て
い
た
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま

で
集
落
で
共
有
す
る
よ
う
な
話
し
合
い

を
し
て
こ
な
か
っ
た
」
と
、
集
落
内
で

課
題
や
将
来
像
を
共
有
す
る
重
要
性
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

集
落
点
検
結
果
を
も
と
に
、
地
域
で

の
話
し
合
い
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
、
今
後
の
施
策
の
展
開
を
、
地
域
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

５
月
22
日（
土
）、
地
域
の
食
文
化

の
ひ
と
つ
「
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
」
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
こ
ん

に
ゃ
く
芋
の
植
え
付
け
が
、
上
板
並

か
ら
小
泉
の
区
民
を
対
象
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

植
え
付
け
指
導
は
、
地
域
で
こ
ん

に
ゃ
く
芋
栽
培
、
こ
ん
に
ゃ
く
作
り

を
さ
れ
て
い
る
柏
さ
ん
で
す
。

　

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
、「
自

分
で
育
て
た
芋
で
作
る
こ
ん
に
ゃ
く

が
楽
し
み
だ
わ
」
と
丁
寧
に
植
え
付

け
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

主
催
し
た
懇
話
会
の
長
谷
副
会
長

は
「
区
民
が
参
加
す
る
活
動
を
通

じ
、
懇
話
会
の
活
動
を
広
げ
て
い
き

た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▶
集
落
点
検
マ
ッ
プ
作
成
の
様
子

活動
レポ
姉
川
せ
せ
ら
ぎ
懇
話
会

集
落
点
検
結
果

地
域
と
行
政
が
共
有
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本
格
的
な
情
報
社
会
の
到
来
に
向
け
、

市
の
将
来
像
で
あ
る
「
自
然
き
ら
め
き　

ひ
と
・
ま
ち　

と
き
め
く
交
流
の
ま
ち
」

を
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
て
実
現
す

る
た
め
に
、
平
成
20
年
度
か
ら
「
地
域
情

報
化
計
画
」
策
定
の
準
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
市
職
員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
調
査
・
検
討
し
た
内
容

や
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
結
果
を
も

と
に
、
市
民
代
表
・
学
識
経
験
者
で
構
成

さ
れ
る
検
討
委
員
会
で
協
議
し
て
い
た
だ

き
、
平
成
22
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
市
の
情

報
化
施
策
や
地
域
情
報
化
の
現
状
を
振
り

返
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
根
幹
で
あ
る
防

災
・
防
犯
面
の
強
化
を
図
る
こ
と
、
自
然

環
境
、
経
費
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
配
慮
し

て
快
適
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
実
施
期
間
は
、
平
成
26
年
度
ま

で
の
５
年
間
で
、「
情
報
通
信
技
術
を
活

用
し
た
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」「
環

境
に
配
慮
し
、
低
コ
ス
ト
で
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
高
い
快
適
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
」「
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
」
を
基
本
方
針
に
情
報
化
を
推
進
し

ま
す
。

 

さ
ら
に
加
速
す
る
日
本
の
情
報
化

　

世
界
的
な
高
度
情
報
化
に
対
応
す
る
た

め
、日
本
で
も
情
報
化
が
急
速
に
進
行
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
が
日
常
生
活
に
必
要
不
可
欠

な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
に
お
い
て
も
、「
簡
単
な
使
い
方
で
、

公
平
に
、必
要
な
情
報
を
必
要
な
と
き
に
、

安
全
・
安
心
に
利
用
で
き
、
暮
ら
し
の
豊

か
さ
や
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
実
感

で
き
る
社
会
」
を
２
０
１
５
年
ま
で
に
実

現
す
る
た
め
、
左
の
図
の
よ
う
な
様
々
な

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

暮
ら
し
が
ど
う
変
わ
る
？

　

地
域
情
報
化
計
画
で
は
、
次
の
よ
う
な

こ
と
を
検
討
し
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

▼
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

・
よ
り
迅
速
で
確
実
な
災
害
情
報
の
収

集
・
周
知
体
制
の
整
備

・
災
害
時
要
援
護
者
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導

入
な
ど
、
災
害
時
の
安
全
確
保
の
体
制

整
備　

な
ど

▼
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

・
行
政
放
送
「
伊
吹
山
テ
レ
ビ
」
や
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
健
康
情
報
発
信

の
充
実

・
健
診
受
付
シ
ス
テ
ム
や
障
が
い
者
自
立

支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、
各
種

サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
と
質
の
向
上

な
ど

▼
便
利
で
快
適
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

・
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
か
ら
の
電

子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
導
入

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
な

ど
か
ら
納
付
で
き
る
仕
組
み
の
導
入

・
市
民
同
士
で
情
報
の
共
有
・
交
換
が
で

き
る
環
境
整
備

な
ど

　

計
画
の
詳
細
は
、
市
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

ま
た
は
、
市
役
所
各
庁
舎
と
図
書
館
の
「
市
政

情
報
プ
ラ
ザ
」
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

市民アンケート

総務省ウェブサイトより

「
地
域
情
報
化
計
画
」を

策
定
し
ま
し
た

― 

情
報
通
信
技
術
を
す
べ
て
の
市
民
の
た
め
に 

ー
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ル
ッ
チ
プ
ラ
ザ
の
２
階
で
は
、

「
情
報
コ
ー
ナ
ー
」
と
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
パ
ソ
コ

ン
を
常
設
し
、
施
設
を
利
用
さ
れ

る
み
な
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
新
た
に
公
衆
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
ス
ポ
ッ
ト
を
整
備
し
、
通

信
機
能
を
持
っ
た
情
報
端
末
か
ら

も
、
自
由
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

図
書
館
で
の
調
べ
も
の
の
合
い

間
や
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
コ
ー
ヒ
ー

ブ
レ
ー
ク
に
、
お
手
持
ち
の
パ
ソ

コ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

　

２
０
１
１
年
７
月
24
日
ま
で

に
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
移
行
し
ま

す
。

　

そ
れ
以
降
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

に
つ
い
て
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

チ
ュ
ー
ナ
ー
な
ど
を
取
り
付
け
な

け
れ
ば
視
聴
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
お
早
め
に
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は

滋
賀
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

デ
ジ
サ
ポ
滋
賀

　

☎
０
７
７
―
５
０
３
―
０
１
０
１

　市民のみなさんの安全を守るため、また暮らしに必要な情報を迅速にお

伝えするため、市では「メール配信サービス」を導入しています。

　災害情報、不審者情報、子育て支援情報をはじめ健診情報やイベント情

報など、あらかじめ登録いただいた分野の情報をお手持ちの携帯電話やパ

ソコンにメールで送信するものです。

※登録・利用は無料ですが、登録やメール送受信などにかかる通信料･パケッ

ト料金は利用者本人の負担となります。

耳よりトピックス ①

耳よりトピックス ③

耳よりトピックス ②

＊
ご
利
用
い
た
だ
く
に
は
、
現
地
で
の

簡
単
な
通
信
設
定
が
必
要
で
す
。

＊
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
無
料
で
す
が
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
有
料
サ
ー
ビ

ス
は
利
用
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

＊
電
波
状
態
に
よ
り
、
ご
利
用
い
た
だ

け
な
い
区
域
が
あ
り
ま
す
。

「地デジ化」に向けた
準備はお済みですか？

「メール配信システム」を
ご利用ください！

携帯電話の場合
①ＱＲコード対応機種をお持ちの方は、右のバーコードを読み取ってください。
②「メール送信」画面が開きますので、何も入力せずにそのまま送信ボタンを押してください。
　※ＱＲコード未対応機種の場合は、携帯電話から米原市公式ウェブサイトにアクセスのうえ、「メール配信登
録」をクリックすると「メール送信画面」が開きます。

③メール送信後、改めて登録用URL が記入されたメールが送信されますので、この URL
をクリックして、画面にしたがって登録を行ってください。

パソコンの場合
①米原市公式ウェブサイトにアクセスして、「まちでの暮らし」→「生活ガイド」→「メール
配信システム」をクリックしてください。
②画面に表示される登録方法に従って操作を進めてください。

＊携帯電話・パソコンとも登録情報は SSL 暗号化通信により保護していますので、安心して
ご利用ください。
＊米原市公式ウェブサイト　http://www.city.maibara.lg.jp/

登録
方法

出
前
講
座
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
の
利
用
方
法
や
、

地
デ
ジ
化
に
向
け
た
対
策
方
法
な
ど
、
職
員

が
お
伺
い
し
て
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま

す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

政
策
秘
書
課
（
米
原
庁
舎
）

　

☎
５
２
―
６
６
２
７　

 

５
２
―
５
１
９
５

ルッチプラザ２階に
「公衆無線LANスポット」

を設置しました

2011年7月24日
地デジに完全移行!

（パソコンからのメールを受け取れない設定にしている場合は受信可能にしてください。）



「特別徴収制度」とは ･･･
　この制度は、公的年金を支給する年金保険者が市県
民税を公的年金から引き落として市へ直接納入する制
度で、昨年度から実施しています。納税方法を公的年
金からの引き落としに変更するもので、この制度に
よって新たな税負担が生じるものではありません。

次の方は、今年度から新たに市県民税が
公的年金からの引き落とし（特別徴収制度）になります。

①昭和 19年 4月 3日～昭和20年 4月 2日生まれの方
②昭和19年 4月 2日以前生まれの方で、昨年度、公的
年金からの引き落としができなかった方（または途中
で公的年金からの引き落としが中止となった方）

　対象者は、4月1日現在、65歳以上の公的年金の受給者のうち市県民税の納税義
務のある方です。ただし、「介護保険料が公的年金から引き落としされていない方」、「引
き落とされる市県民税額が老齢基礎年金等の額を超える方」などは対象外です。

　老齢基礎年金または昭和 60年以前の制度による老齢年金、退職年金などです。
障害年金および遺族年金などの非課税の公的年金からは、市県民税の引き落とし
はされません。

　引き落とし開始後、市外への転出、税額の変更、公的年金の支給停止などが発
生した場合は、引き落としが中止となり、納付書（口座振替の方は口座振替）で
納めていただくことになります。

　前年度までは、65歳未満の方は公的年金所得と給与所得に係る市県民税をあわせ
て給与からの特別徴収で納めていただくことはできませんでした。しかし、6月から、
公的年金所得に係る税額も、給与から特別徴収できるよう制度が改正されました。
　この改正で、給与所得と年金所得のある方は、公的年金に係る税額も基本的には、
給与から特別徴収により納めていただくことになります。

　公的年金所得の金額から計算した市県民税のみです。それ以外の給与所得や事
業所得などの金額から計算した市県民税額は、給与からの引き落とし、または納
付書や口座振替で納めていただきます。
＊公的年金所得以外に給与所得があり、別途給与からの特別徴収をされている方は、
公的年金所得以外の所得に係る税額については給与から特別徴収できます。ただし、
公的年金所得に係る税額については、給与からの特別徴収はできません。

引き落としの対象者

引き落としの
対象となる公的年金

引き落としが
中止になる場合は…

引き落としされる
市県民税額は…

65歳未満の方へ
制度改正のおしらせ

納め方の例

65歳以上の公的年金の受給者で
市県民税を納税されているみなさんへ

所得が公的年金のみで、開始初年度分の市県民税の年税額が6万円、
次年度分（2年目以降）の市県民税の年税額が6万円とした場合

▼特別徴収を新たに開始する年度の徴収方法
納付書・口座振替で納める

（普通徴収）
公的年金から引き落とし

（特別徴収）

月 6月 8月 10月 12月 2月

税　額
1万
5千円

1万
5千円

1万円 1万円 1万円

算出方法 1/4 1/4 1/6 1/6 1/6
8 月までは、年税額の 1/4 ずつをこれまでどおり納付書または口
座振替で納付。10月以降は、年税額の 1/6 ずつを公的年金から
引き落とします。（初年度の公的年金所得分税額の 1/2 について
は必ず普通徴収となります。）

▼特別徴収が2年目以降の徴収方法
公的年金から引き落とし

（特別徴収）
月 4月 6月 8月 10月 12月 2月
税　額 1万円 1万円 1万円 1万円 1万円 1万円

算出方法 前年度 2月と同じ額
年税額から 4･6･8 月の
税額を差し引いた残り
の1/3 ずつ

8月までは、前年度の 2月の税額と同額を公的年金から引き落と
します。10月以降は、年税額から 4月・6月・8月の税額を差
し引いた残りの税額を公的年金から引き落とします。
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お問い合わせ　　市民部　税務課（近江庁舎）　☎ ５２ー１５５６　  ５２ー８７３０



手続きが必要です！
福祉医療（乳幼児以外）の更新申請

　現在お持ちの福祉医療費受給券（乳幼児以外）などは、8月 1日から新しい
受給券になります。受給券の交付を受けていて、8月 1日以降も引き続き医療
費助成を受けるためには、更新の手続きが必要です。
　手続きに必要な書類は、6月下旬に郵送します。更新申請書を提出いただい
た後、所得審査等を行い、該当する人には 7月下旬に受給券を郵送します。
　更新申請書の提出がない場合、新しい受給券を受け取ることができませんの
で、ご注意ください。申請方法など詳しくは担当までお問い合わせください。

市の医療費助成制度一覧
＊「☆」印は、助成対象者本人、配偶者および扶養義務者に所得制限があり、申請手続きが必要な項目です。
＊ 米原市で所得が把握できない場合は、前住所地などでの課税証明書が必要です。

項　　目 対象となる方

乳幼児 0歳から小学校入学前までの方

小中学生入院医療費助成 市内に住所を有する小中学生の方（受給券の交付はしていません）

重度心身障がい者（児） ☆

・身体障害者手帳1・2級の方
・知的障がいが重度の方
・身体障害者手帳3級の方で知的障がいが中度の方
・特別児童扶養手当対象児童で障がいの程度が1級の方

低所得老人 ☆ 市民税非課税世帯に属する65～ 69歳の方

母子家庭 ☆ 配偶者のない女子が、18歳未満の児童を現に扶養しているときの母と児童

父子家庭 ☆ 配偶者のない男子が、18歳未満の児童を現に扶養しているときの父と児童

ひとり暮らし寡婦 ☆
配偶者のない女子であって、かつて母子家庭の母で、一人暮らしの状態が1
年以上継続し、今後もその状態が継続する65歳未満の方

ひとり暮らし高齢寡婦 ☆ 65～ 69歳の方であって、ひとり暮らし寡婦に該当する方

重度精神障がい者（児） ☆ 精神障害者保健福祉手帳1・2級で、自立支援医療（精神通院医療）の受給者の方

重度心身障がい老人 ☆ 後期高齢者医療保険加入者であって、重度心身障がい者に該当する方

重度精神障がい老人 ☆ 後期高齢者医療保険加入者であって、重度精神障がい者に該当する方

心身障がい者医療費助成 ☆
米原市に居住して
1年を経過している方

身体障害者手帳３級、または知的障がい中度・軽
度の70歳未満の方（後期高齢者医療保険加入者
を除く）

精神障がい者入院医療費助成 ☆
精神障害者保健福祉手帳1、2級に該当の方で精
神科に入院加療中の方

public information  Maibara 2010.6.1511

お問い合わせ　　市民部　保険課（近江庁舎）　☎ ５２ー６９２２　  ５２ー８７３０

お問い合わせ　　土木部　米原駅周辺整備課（米原庁舎）　　☎ ５２ー６６２８　  ５２ー５１９５

工事の
おしら

せ 米原駅西口　駅前広場の整備について
　6月 21 日（月）から、西口駅前広場の水路切替工事を予定し
ています。送迎の車などで混雑が予想されますので、ご利用の
際は気をつけてください。
　工事期間中も、米原駅西口、エレベーター、エスカレーター
はご利用いただけます。

＊工事の都合により期間が変更になる場合があります。 完成イメージ図

工事
期間
6月21日(月)から8月20日(金)
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高
齢
者
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
Ὶ

つ
づ
け
る
運
動
を

〜 

柏
原
　
梶か
じ

　
道み
ち
の
ぶ信

　
さ
ん（
78
歳
）
〜

在
宅
長
寿
の
ヒ
ケ
ツ

健康きらり

お問い合わせ　　健康福祉部　福祉支援局（山東庁舎）　☎ ５５ー８１１０　  ５５ー８１３０

お問い合わせ　　健康福祉部　健康づくり課（山東庁舎）　☎ ５５ー８１０５　  ５５ー２４０６

　

豊
か
に
な
っ
た
現
代
、
栄
養
不
足
に

な
る
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
偏
っ
た
食
事
の
摂
り
方
に
よ
っ
て
、

栄
養
の
足
り
な
い
状
態
・
低
栄
養
に
な

る
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
低
栄
養

と
は「
た
ん
ぱ
く
質
」と「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

の
摂
取
が
不
足
し
て
い
る
状
態
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
低
栄
養
に
な
る
と
、
血

中
の
ア
ル
ブ
ミ
ン（
た
ん
ぱ
く
質
の
一

種
）の
値
が
低
く
な
り
、
ま
ず
体
重
の
減

少
と
し
て
現
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

態
に
な
る
と
体
の
老
化
が
加
速
し
ま
す
。

　

人
は
誰
で
も
、
年
を
と
る
に
つ
れ
て

身
体
の
機
能
が
衰
え
て
き
ま
す
。
例
え

ば
内
蔵
の
消
化
吸
収
能
力
が
低
下
し
た

り
、
噛
む
力
や
飲
み
込
む
力
が
衰
え
て

き
た
り
し
ま
す
。

　

噛
む
力
が
弱
く
な
る
と
噛
み
砕
く
た

め
の
筋
肉
や
飲
み
込
む
力
が
衰
え
ま
す
。

そ
の
結
果
食
べ
る
量
が
減
っ
た
り
、
食

べ
る
も
の
が
偏
っ
た
り
な
ど
、
低
栄
養

の
状
態
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

栄
養
が
不
足
し
て
い
る
低
栄
養
状
態

は
筋
力
の
低
下
、
転
倒
や
骨
折
、
疾
病

な
ど
に
つ
な
が
り
、
寝
た
き
り
の
原
因

に
な
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
も
大
切
で
す
が
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
摂

取
過
剰
を
気
に
す
る
あ
ま
り
、
野
菜
や

魚
介
に
偏
る
食
事
は
逆
効
果
と
な
り
ま

す
。「
た
く
さ
ん
」よ
り「
ま
ん
べ
ん
な
く
」

さ
ま
ざ
ま
な
食
品
群
を
摂
り
入
れ
る
こ

と
が
寝
た
き
り
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

気
を
つ
け
よ
う
!!
　
低
栄
養

　

私
は
、
以
前
か
ら
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
が
ん
ば
る
ヘ
ル

シ
ー
集
落
柏
原
区
事
業
に
お
い
て
作
成

さ
れ
た
「
マ
イ
ヘ
ル
シ
ー
ト
」
で
自
分

の
目
標
を
立
て
、
そ
の
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
４
つ
の
具
体
的
な
内
容
を
決

め
ま
し
た
。

①
準
備
体
操
＝
自
転
車
こ
ぎ
か
、
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
で
の
歩
行

②
ス
ト
レ
ッ
チ
＝
床
マ
ッ
ト
上
で
筋
肉

を
伸
ば
す
柔
軟
体
操

③
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
＝
減
量
、
筋
力

回
復
な
ど
の
目
標
に
応
じ
、
指
導
員

と
考
え
た
体
操
メ
ニ
ュ
ー

④
先
の
①
と
②
を
繰
り
返
し
て
終
了

　

こ
の
①
か
ら
④
ま
で
を
１
回
約
90
分

で
週
２
回
実
行
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
治
会
の
運
動
会
や
健
康
ま

つ
り
、
が
ん
ば
る
ヘ
ル
シ
ー
集
落
柏
原

区
事
業
の
ウ
ォ
―
キ
ン
グ
教
室
や
介
護

予
防
教
室
、
も
ち
ろ
ん
健
康
診
断
と
説

明
会
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

私
の
場
合
、「
マ
イ
ヘ
ル
シ
ー
ト
」
を

活
用
し
な
が
ら
運
動
を
続
け
た
結
果
、

持
病
だ
と
諦
め
て
い
た
腰
痛
が
解
消
。

血
中
脂
質
の
異
常
発
生
は
減
量
に
よ
り

４
ヵ
月
で
正
常
化
。
加
え
て
メ
ニ
エ
ル

病
の
影
響
で
不
安
定
だ
っ
た
平
衡
感
覚

や
脈
拍
数
も
安
定
し
て
く
る
な
ど
の
成

果
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
体
調
に
関
心

と
自
信
を
持
て
る

よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
は
地
元
で
の

歩ほ

た楽
る
ん
教
室
へ

も
通
っ
て
い
ま

す
。

「健康きらり」で
は、健康で明る
く元気にくらす
ための情報を紹
介しています。

担当保健師から一言
　がんばるヘルシー集落事
業を柏原区で２年間実施し
ました。この事業は、柏原
区の健康課題をアンケート
調査や健診データ等の分析
から明らかにし、柏原区で
実施されている運動会や健
康まつり等にウォーキング
教室や料理教室、介護予防
教室等の新規事業を組み合
わせて、自治会ぐるみで健
康づくりに取り組んだ新し
い事業です。
　自分で健康についての目
標を立て、達成度を確認し
ていく「マイヘルシート」
を作成しました。梶さんは、
このシートを活用され、具
体的な健康づくり目標を立
て、実行されました。

主　食

ごはん
パン
麺類
　　　など

体を動かすエネル
ギー源。毎食ごとに
食べるのが理想です
が、１日のエネルギー
を補給する朝食には
必ず食べましょう。

副　菜

野菜
　きのこ
　いも
海藻料理

日常の食生活では、
野菜が不足しがちで
す。意識的に毎食十
分な量をとりましょ
う。

主　菜 肉・魚・卵
大豆料理

体を作るもとになり
ます。揚げ物など油
の多い料理の時には
食べすぎに気をつけ
ましょう。

牛乳・
乳製品

牛乳
チーズ
ヨーグルト
　　　など

牛乳であれば毎日
コップ１杯を目安に
とりましょう。

果　物

りんご
みかん
バナナ
　　　など

体の調子をととのえ
ます。おやつ代わり
に食べることがおす
すめですが、食べす
ぎに気をつけましょ
う。
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　プラグ周辺に溜まったホコリに湿気が付着する
事で、プラグの刃の両極間で微小な放電（ショー
ト）が繰り返され、発熱し、最悪のケースは火災
に至ります。
　これが、「トラッキング火災」です。
　
　トラッキング火災は、湿度が高
い梅雨時に多い火災原因のひとつ
と言われています。
　
　長時間コンセントにプラグを差し込んだままに
なっていることが多い冷蔵庫、洗濯機のホコリを
取り除くとともに、家電製品の防災診断もチェッ
クしてみましょう。

 キッチンの調理器具のまわり

□ ガスホースが老朽化していませんか

□ 使用しないガス栓にキャップをしていますか

□ コンロは壁から離して置いていますか

□ コンロのまわりに可燃物はありませんか

 電気器具や配線について

□ 破損・故障している器具を使用していませんか

□ アイロンやドライヤーの使用後は、プラグを
抜いていますか

□ コードが切れかけたり、差込口が破損したりし
ているような電気器具を使用していませんか

□ たこ足配線をしていませんか

 家庭内での防災への備え

□ 避難経路を整理整頓して確保していますか

□ 消火器などを備え、使用できますか

□ 住宅用火災警報器を設置していますか

たらのすりみ １５０ｇ
キャベツ １００ｇ
たこ ５０ｇ
桜えび １０ｇ
紅しょうが ６ｇ

片栗粉 小さじ１
酒 小さじ１
みりん 小さじ１
植物油 適量

①キャベツは粗みじん、たこは小さめの小口切りにする。
②ボールに全材料を入れ混ぜて、小判型にする。
③揚げ油の温度は、やや低めの 170 度で色よく揚げる。

　すり身の中にキャベツや、たこ、えび、紅ショウ
ガが入るので、お好み焼き風の味になります。米原
市オリジナルの人気のすりみあげで、野菜や魚介類
も入りバランスの良い一品です。

　「食育」の基本は家庭。家族と
一緒に食べる食事はよりおいし
く感じられ、子どもの身心の健
やかな成長の基礎となります。
食育を通して、親子の絆を深め
ましょう。 お問い合わせ　市民部　市民安全課（近江庁舎）

　☎ ５２ー６６３０　  ５２ー６９３９

梅雨時の火災いがいと
多い

お試し
メニュー

手作りすりみの
　　　おこのみあげ

栄養士からのワンポイントアドバイス

材料（4人分） …………………………………

作り方 ………………………………………

5月12日の給食

毎月19日は「食育の日」

6 月は食育月間
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み
ね
日び
よ
り和

市
長

エ
ッ
セ
イ

おしゃれで、Happy 2nd Life
おしゃれなアクティブシニアのしゃべり場

（5月 19日）

　「おしゃれするには、勇気も必要ですよ」との

プロデザイナー藤本美智子さん。
　この日、おしゃれなセカンドライフを楽しもう

と考える 11名の参加者が藤本さんを交えて、意

見や情報を交換しあう“おしゃれなアクティブシ

ニアのしゃべり場”がルッチプラザ 2階「粗！一

寸」で開催されました。
　この講座が開催されたアクティブシニアのたま

り場は、定年退職後のセカンドライフを、同じ趣

味をもつ仲間と楽しもうと考える方などが集う場

所です。今後もいろいろな趣味をテーマとした講

座が開催されます。

やってみよう！ニュースポーツ
スポーツ推進員研修会 （5月 22日）
　米原市体育指導委員協議会が、気軽にできる
ニュースポーツを地域のスポーツ推進員に紹介
し、自治会で取り組んでもらおうと、地域ごとに
研修会を開催しています。
　この日は、伊吹地域のスポーツ推進員を対象に、
春照小学校体育館で、カーリングのような「ユニ
カール」、1チーム 6枚の円盤を投げ、どちらが
ポイントに近づいているかを競う「ディスコン」、
同じように砂入りボールを投げる「ペタンク」、
そしてドッヂビーが行われました。
　参加した推進員は、「ルールも簡単で、子ども
と大人が一緒にできるところがいいね」と楽しん
でおられました。

　

伊
吹
山
は
、
日
本
百
名
山
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
日
本
を
代

表
す
る
山
で
あ
り
、「
日
本
武
尊
（
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
）」

の
伝
説
や
貴
重
な
動
植
物
の
宝
庫
で
あ
る
な
ど
、
そ
の
素
晴
ら
し

さ
は
、
今
さ
ら
説
明
す
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
最
近
は
、

ス
キ
ー
場
の
営
業
休
止
お
よ
び
ゴ
ン
ド
ラ
の
運
行
休
止
で
、
以
前

の
よ
う
な
賑
わ
い
が
な
い
こ
と
は
残
念
で
す
。

　

一
方
、
最
近
で
は
、
上
野
の
登
山
道
か
ら
歩
い
て
登
山
さ
れ
る

方
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
避
難
小
屋
も
整
備
さ
れ
、
見
通
し
も
良

く
安
全
な
た
め
、
初
心
者
に
も
登
り
や
す
い
こ
と
が
人
気
な
の
で

し
ょ
う
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
登
山

道
は
頂
上
ま
で
が
「
県
道
伊
吹
山
上
野
線
」
と
い
う
県
内
で
も
珍

し
い
県
道
で
あ
り
、
滋
賀
県
と
も
協
力
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
安
全

で
登
り
や
す
く
、
き
れ
い
な
伊
吹
山
を
市
民
み
ん
な
で
守
り
育
て

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
お
花
畑
の
開
花
や
山
頂
付
近
に
生
息
す
る
ヒ
メ
ボ
タ

ル
が
見
ら
れ
る
季
節
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
是
非
、
幻

と
言
わ
れ
る
ヒ
メ
ボ
タ
ル
に
出
逢
う
た
め
、
夜
間
登
山
に
挑
戦
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
も
気
軽
に

訪
れ
て
い
た
だ
き
、
米
原
市
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
伊
吹
山
を
肌

身
に
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

（
６
月
１
日
記
）
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― 

京
極
氏
と
米
原 
―

　

来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
江ご

う　

姫
た
ち
の
戦

国
」
は
、
浅
井
三
姉
妹
の
三
女
・
江
を
主
人

公
と
し
て
、
戦
国
を
生
き
抜
い
た
女
性
た
ち

が
「
平
和
な
時
代
」
の
礎
を
築
い
た
ス
ト
ー

リ
ー
だ
そ
う
で
す
。
三
姉
妹
が
幼
年
期
を
す

ご
し
た
場
所
は
小
谷
城
で
す
が
、
二
女
の
初は

つ

は
、
米
原
市
を
拠
点
に
し
た
京
極
氏
の
高た

か

次つ
ぐ

と
結
婚
し
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
戦
国
の
時
代
を

駆
け
抜
け
て
い
き
ま
し
た
。『
米
原
歴
史
街

道
』
で
は
、
今
回
か
ら
米
原
市
ゆ
か
り
の
京

極
氏
の
歴
史
と
浅
井
三
姉
妹
に
つ
い
て
紹
介

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

京
極
家
の
発
祥

　

鎌
倉
時
代
の
承じ

ょ
う
き
ゅ
う久
三
年
（
一
二
二
一
）、

後
鳥
羽
上
皇
が
執し

っ
け
ん権
北
条
義よ

し
と
き時
を
打
倒
し
よ

う
と
し
た
企
て
（
承
久
の
乱
）
が
失
敗
し
、

上
皇
方
の
近お

う
み江
守し

ゅ

護ご

佐
々
木
広ひ

ろ
つ
な綱
が
首
を
切

ら
れ
、
北
条
方
に
つ
い
た
弟
信の

ぶ
つ
な綱
が
佐
々
木

本
家
と
守
護
職
を
継
ぎ
ま
し
た
。
守
護
は
い

ま
で
い
う
と
県
知
事
の
よ
う
な
存
在
で
す
。

こ
れ
が
京
極
氏
発
祥
の
発
端
で
す
。
信
綱
に

は
長
男
重し

げ
つ
な綱
を
筆
頭
に
高た

か
の
ぶ信
・
泰や

す
つ
な綱
・
氏う

じ
の
ぶ信

の
四
人
の
息
子
が
い
ま
し
た
。
仁に

ん

治じ

二
年

（
一
二
四
一
）、
信
綱
の
跡
を
継
い
だ
の
は
三

男
の
泰
綱
で
す
。
泰
綱
の
母
が
北
条
義
時
の

養
女
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
小お

脇わ
き

（
東
近
江

市
）
の
佐
々
木
本
邸
と
京
都
六ろ

っ
か
く角
東ひ

が
し
の
と
う
い
ん

洞
院
の

館
、
愛
知
川
以
南
六
郡
（
滋
賀
・
栗
太
・
甲

賀
・
野
洲
・
蒲
生
・
神
崎
）
の
地じ

頭と
う

職し
き

を
与

え
ら
れ
「
佐
々
木
六ろ

っ
か
く角
氏
」
を
名
乗
り
ま
す
。

　

近
江
源
氏
佐
々
木
家
は
こ
の
信
綱
の
息
子

た
ち
の
代
に
大
き
な
画
期
を
迎
え
ま
す
。
ほ

か
の
三
人
の
息
子
も
一
家
を
起
し
て
近
江
国

内
に
割
拠
し
、
幕
府
と
特
殊
な
結
び
つ
き
を

も
つ
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
長
男
重
綱

は
、
大
原
荘
（
旧
伊
吹
町
南
部
・
旧
山
東
町

大
原
学
区
）
に
住
み
、
大
原
氏
を
名
乗
り
ま

す
。
高
信
は
高
島
郡
田
中
荘
を
領
し
て
高
島

氏
を
称
し
、
氏
信
は
「
京
極
氏
」
を
名
乗
り

大
原
・
田
中
荘
愛
知
川
以
北
六
郡
（
愛
知
・

犬
上
・
坂
田
・
浅
井
・
伊
香
・
高
島
）
を
領

し
ま
す
。

同
族
に
よ
る
六
角
氏
包
囲
網

　

大
原
・
高
島
・
京
極
の
三
家
は
、
普
段
か

ら
京
都
に
い
て
（
在ざ

い
き
ょ
う
に
ん

京
人
）、
京
都
に
お
け

る
幕
府
軍
（
六ろ

く

波は

羅ら

探た
ん
だ
い題
）
の
構
成
員
に
な

り
ま
す
。
在
京
人
制
度
は
、
承
久
の
乱
で
京

都
周
辺
の
守
護
の
大
半
が
上
皇
方
に
つ
い
た

苦
い
教
訓
を
も
と
に
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、

守
護
を
け
ん
制
す
る
た
め
の
も
の
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
近
江
に
お
い
て
は
、
佐
々
木
氏

の
三
家
を
幕
府
が
直
接
把
握
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
守
護
六
角
氏
を
包
囲
す
る
と
い
う

体
制
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
以
後
、
中
世
を
通

じ
て
近
江
守
護
六
角
氏
は
、
京
極
氏
を
筆
頭

に
同
族
の
三
家
に
発
展
を
阻
ま
れ
続
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

京
極
氏
信
は
、
柏
原
荘
の
佐
々
木
氏
別
邸

と
京
都
京
極
高
辻
の
館
を
与
え
ら
れ
、
領
国

の
北
近
江
で
は
、
伊
吹
山
中
腹
に
太
平
寺
城

（
霞か

す
み

ヶか

城じ
ょ
う

）
を
築
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

氏
信
の
母
も
北
条
氏
の
養
女
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
裁
判
や
政
務
を
取
り
扱
う
評ひ

ょ
う
じ
ょ
う
し
ゅ
う

定
衆
や

訴
訟
審
理
に
あ
た
る
引ひ

き
つ
け付
衆し

ゅ
う

と
い
っ
た
幕
府

の
要
職
を
歴
任
し
ま
す
。
氏
信
が
建
立
し
、

の
ち
葬
ら
れ
た
寺
院
は
、
そ
の
法
名
を
と
っ

て
清
滝
寺
と
呼
ば
れ
京
極
氏
の
菩
提
寺
に
な

り
ま
す
。

　

の
ち
に
佐
々
木
本
家
六
角
氏
を
し
の
ぐ
こ

と
に
な
る
京
極
氏
。
米
原
市
を
拠
点
に
そ
の

足
場
を
固
め
た
の
が
初
代
氏
信
な
の
で
す
。

（
歴
史
・
文
化
財
保
護
室
）

米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く
63

京
極
氏
と
浅
井
三
姉
妹
物
語

▲ 清滝を望む 京極氏・六角氏の系図

特　別
シリーズ

其　の
一

信の
ぶ
つ
な綱

重し
げ
つ
な綱

（
大
原
氏
）

高た
か
の
ぶ信

（
高
島
氏
）

泰や
す
つ
な綱

（
六
角
氏
）

氏う
じ
の
ぶ信

（
京
極
氏
）

高た
か
う
じ氏

（
導
誉
）

満み
つ
の
ぶ信

高た
か
ひ
で秀

頼よ
り
つ
な綱

秀ひ
で
む
ね宗
秀ひ

で
つ
な綱

時と
き
の
ぶ信

直な
お
つ
な綱

高た
か
み
つ光

氏う
じ
よ
り頼

義よ
し
の
ぶ信

高た
か

詮あ
き
ら（
猶
子
）

満み
つ
た
か高

満み
つ
つ
な綱

定さ
だ

詮あ
き
ら

高た
か
か
ず数

高た
か

詮あ
き
ら
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考えよう！ No.3 ～ いのちと人権 ～

　

わ
が
国
の
高
齢
化
は
急
速
に
進
ん
で
お

り
、
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
に
は
、

４
人
に
１
人
が
高
齢
者
（
65
歳
以
上
の
方
）

に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
に
な
る
と
、
身
体
的
な
機
能
や
能

力
の
低
下
か
ら
介
護
を
必
要
と
す
る
人
も

多
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
高
齢
化
に
伴
う
、
介
護
施

設
と
人
員
の
不
足
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
振

り
込
め
詐
欺
や
悪
質
商
法
な
ど
、
様
々
な

事
件
や
問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
へ
の
虐
待
は
高
齢
社
会
の
大
き

な
問
題
の
一
つ
で
す
。
近
年
で
は
、
心
身

の
機
能
が
低
下
し
て
き
た
高
齢
者
に
対
し

て
、
身
体
的
な
暴
力
、
言
葉
の
暴
力
や
無

視
、
日
常
生
活
の
世
話
や
介
護
の
拒
否
、

財
産
の
不
当
な
処
分
や
年
金
を
渡
さ
な
い

な
ど
の
虐
待
が
行
わ
れ
て
お
り
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
虐
待
か
ら
高
齢
者
の
人
権

を
守
る
た
め
に
、
２
０
０
６
年
（
平
成
18

年
）
４
月
に
「
高
齢
者
虐

待
防
止
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
に
よ
り
、
高
齢
者
へ
の
虐
待

の
防
止
と
発
見
者
の
通
報
義
務
な
ど
が
定

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

介
護
施
設
な
ど
で
は
、
高
齢
者
が
徘
徊

し
て
怪
我
を
し
な
い
よ
う
に
、
ベ
ル
ト

で
車
い
す
に
固
定
し
た
り
、
ベ
ッ
ド
を
柵

で
囲
ん
だ
り
、
鍵
を
か
け
て
部
屋
か
ら
出

な
い
よ
う
に
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
行
動
の
制
限
は
、
高
齢
者

の
人
権
を
無
視
し
た
も
の
で
、
決
し
て
許

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
近
年
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
「
振
り
込
め
詐
欺
」
は
判
断
能
力

の
衰
え
た
高
齢
者
を
狙
っ
た
卑
劣
な
犯
罪

で
す
。

　

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
人
間
と
し
て
の

尊
厳
を
保
ち
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め

に
は
、
周
り
の
人
た
ち
の
理
解
と
配
慮
が

何
よ
り
も
大
切
と
な
り
ま
す
。

　

介
護
者
の
人
権
に
つ
い
て
も
、
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

介
護
は
長
期
間
に
わ
た
る
こ
と
が
多
い

た
め
に
、
精
神
的
、
身
体
的
に
追
い
込
ま

れ
、
介
護
疲
れ
を
起
こ
す
人
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
介
護
疲
れ
の
た

め
に
命
を
落
と
す
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件

も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

介
護
者
が
介
護
疲
れ
を
起
こ
さ
な
い
た

め
に
は
、
家
族
や
親
せ
き
、
地
域
な
ど
で

介
護
者
を
支
え
合
う
こ
と
が
何
よ
り
も
大

切
で
す
。

　

介
護
者
が
気
持
ち
や
時
間
に
ゆ
と
り
を

持
つ
こ
と
は
、
介
護
さ
れ
る
人
の
意
思
を

尊
重
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

介
護
者
の
人
権
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
は
、

介
護
さ
れ
る
人
の
尊
厳
を
守
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
人
と
し
て
幸
福
に
生
き
る

権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
子
ど

も
で
も
高
齢
者
で
も
変
わ
る
こ
と
の
な
い

不
変
の
権
利
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
高
齢
社
会
に
向
け
て
、
私

た
ち
は
、
ま
ず
、
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が

多
様
な
個
性
を
も
ち
、
健
康
状
態
や
生
活

状
態
も
様
々
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

そ
し
て
、
多
く
の
高
齢
者
の
み
な
さ
ん

が
「
生
涯
現
役
」
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て

い
る
思
い
を
大
切
に
し
、
生
涯
を
通
し
て

学
習
や
活
動
で
き
る
地
域
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

高
齢
者
の
人
権
を
尊
重
し
、
世
代
を
超

え
て
理
解
し
合
う
と
と
も
に
、
地
域
で
高

齢
者
の
み
な
さ
ん
が
い
き
い
き
と
活
動
で

き
る
よ
う
な
社
会
を
実
現
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
高
齢
者
の
人
権
を

　
　
　
　
　
保
障
す
る
た
め
に

　
介
護
者
の
人
権
を
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障
す
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め
に

　
こ
れ
か
ら
の

　
　
　
　
高
齢
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に
向
け
て

　
高
齢
者
を
虐
待
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
守
る
た
め
に

お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
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人
権
政
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（
米
原
庁
舎
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　テーマは設けません。高校生以上が出品できます。
絵画の部のみ、9月26日（日）14時から醒井水の宿駅で
「公開審査」を行います。
 搬入　日時：9月24日（金） 10時～18時
 　　　　　　9月25日（土） 10時～18時
 　　　場所：醒井水の宿駅

　「ふるさと」をテーマに作品を募集します。小学生以
上が出品できます。
 締切　期日：9月3日（金）
 　　　場所：生涯学習課（ルッチプラザ内）

●出品料　　1点につき 500 円
●申込書配布場所　各公民館・各庁舎・ルッチプラザ・
ジョイいぶき・山東B&G海洋センター ほか
●その他　応募は未発表の作品に限ります。

問 市教委  生涯学習課（ルッチプラザ内）
　  ☎ 55 － 8106　  55 － 4556

 美術部門（絵画・彫刻・工芸・書・写真）

 作詞作曲部門

　無事故運動に参加して、高齢者の交通事故
防止に取り組みましょう。
●参加対象　県内在住の 65歳以上の高齢者に
よる 5人 1組のチーム（3人以上は 65歳以
上であること）
●募集期間　6月14日(月)～ 6月30日(水)
●運動期間　7月1日(木)～10月31日(日)
問・申  市  市民安全課（近江庁舎 )
　　　　☎ 52 － 6630　  52 － 6930

　歌詞をイメージしながら思い出の曲を歌ったり、
リズムに合わせて手を動かしたりする、音楽療法
を開催します。
　見えにくい・見えないことで、外出をためらっ
ていらっしゃる方は、お気楽にご参加ください。
米原市視覚障害者福祉協会のみなさんがアドバイ
スをしてくれます。参加は無料です。
●日　時　7月 22日（木）13時 30分～ 16時
●会　場　山東公民館
●対　象　市内の視覚に障がいのある人とそのご
家族、民生委員、ボランティアに関心のある人
など
●締　切　7月 9日（金）

問・申
　米原市視覚障害者福祉協会　☎ 54－0528
　滋賀県立視覚障害者センター　☎ 0749－22－7901

　山東B&G海洋センターのプールは、6月 1日に
温水プールとしてリニューアルし、1年を通してご
利用いただけます。教室受講生も募集しています。

4～6月・10～3月 7～9月
午前の部 10時～12時30分 9時～12時30分
午後の部 13時30分～17時 13時30分～17時
夜間の部 18時～20時 18時～21時
＊料　金　大人 200 円・小人 100 円
＊休館日　木曜日、10/1 ～ 7、年末年始
問 山東 B&G海洋センター　☎・  57 － 1414

作品を募集しています！
第 5回　米原市芸術展覧会

あわない・起こさない
シルバー無事故運動参加団体募集！

県立視覚障害者センター出前教室
「音楽療法～癒しの響き～」参加者募集

山東B&G海洋センタープール
利用時間のおしらせ

第5回  米原市芸術展覧会　会期
絵 画 ･ 写 真　10月19日(火)～24日（日）
書 ･彫刻 ･工芸　10月26日(火)～31日（日）

会場：醒井水の宿駅
 巡回展　11月12日（金）～21日（日）

会場：ルッチプラザ
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子ども手当受給者のみなさんへ
～現況届をお忘れなく～
　先日、子ども手当を受給された方
のうち、児童手当から子ども手当へ
引き続いて認定となった方は、ピン
ク色の「現況届」の提出が必要です。
　現況届は、6月上旬に提出が必要
なご家庭に送付していますのでご確
認ください。
　未提出の場合、6月分以降の手当
を受けることができなくなりますの
で、期間内に必ずご提出ください。
受付期間▶ 7月16日（金）まで
提出書類▶子ども手当現況届
　その他の添付書類として、厚生年
金に加入している方は、健康保険
証の写しが必要ですのであわせて
ご提出ください。
提出場所▶米原市役所各庁舎窓口、
各行政サービスセンター、こども
元気局
問 市  こども元気局（山東庁舎 )
　 ☎ 55 － 8104　  55 － 4040

国家公務員採用Ⅲ種（税務）
―高等学校卒業程度―
受験資格▶平成元年 4月 2日～平成
5年 4月 1日生まれの方
受付期間▶ 6月22日（火）～6月29日（火）
試験日程▶第 1次　9月 5日（日）
問 長浜税務署  総務課
　 ☎ 62 － 6144

米原市臨時職員（緊急雇用対策）
募集人員▶臨時職員（労務作業職員）
1名

勤務内容▶道路パトロール、道路補
修作業など
勤務場所▶ 建設課（近江庁舎）
雇用期間▶ 7月12日～翌1月11日
試験日時▶ 6月25日（金） 9時30分～
受付期間▶6月14日（月）～6月23日（水）
問 市  建設課 ( 近江庁舎 )
　 ☎ 52 － 6925　  52 － 8790

米原市職員採用試験
職　　種▶一般行政職（上級）
採用人数▶ 4人程度
受験資格▶昭和 55年4月2日～平成元
年4月1日生まれの方
試験日程▶第 1次　7月25日(日)
受付期間▶ 6月14日(月)～6月29日(火)
そ の 他▶申込方法等については、総
務課までお問い合わせください。
問 市 総務課 ( 米原庁舎 ) 
　 ☎ 52 － 1552　  52 － 4447

♪♫

米原市内の交通事故（平成22年 5月 31日現在）

　　件数　84件（ ＋ 6件）、死者　1人（ － 1人）、傷者　116人（ ＋ 14件） ※カッコ内は前年比

年金受給者のみなさんへ！
「年金振込通知書」が送付されます

　日本年金機構では、年金受給者を対象として、
毎年6月にその年度に支給される年金額をお知らせ
する「年金振込通知書」を送付しています。
　この通知書は、原則として向こう1年間の年金支
払額をお知らせするものですが、支払額や支払機
関などに変更があった場合は、改めて「年金振込
通知書」が送付されます。
　なお、平成22年度の年金額は、平成21年度の年
金額と同額となるため、年金額改定通知書は送付
されません。

保険料を免除されているみなさんへ
「追納制度」をお勧めします

　保険料免除・学生納付特例・若年者納付猶予の
承認を受けた期間は、そのままにされると保険料
を納付していた期間に比べ、将来支給される老齢
基礎年金の受給額が少なくなります。
　このため、国民年金には10年以内であれば、
遡って保険料を納付できる「追納制度」がありま
す。追納されると、その期間は保険料納付済期間
となり、当初から保険料の納付があった場合と同
じ扱いになります。満額の老齢基礎年金を受給す
るためにも、追納をお勧めします。
　なお、承認を受けた期間の翌年度から起算して
3年度目からは、当時の保険料に加算金がつきま
す。
　お問い合わせは、お近くの年金事務所国民年金
課まで。
　大津年金事務所　☎ 077－521－1789
　草津年金事務所　☎ 077－567－2220
　彦根年金事務所　☎ 0749－23－1114

国民年金のおしらせ

アクティブシニアの
たまり場

　懐かしの曲をマンドリンの音色で聴
きながら、コーヒーの香りとともに、
セカンドライフの楽しみについて語り
合いませんか。
日　時　6月 27日（日）10時 00分～
場　所　近江公民館ラウンジ
参加費　500 円（ケーキとコーヒー付）
問  近江公民館
　  ☎ 52-3483　  52-3895

マンドリンコンサート

夢職の会
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人口41,440人（－ 74）　 男 20,299人（－ 49）　 女 21,141人（－ 25）　 世帯数 13,678世帯（－7）

65歳以上の人口　10,297人　  高齢化率　24.85%　  ※（　）内は前月との比較【平成22年 6月 1日現在】

「広報まいばら」「市公式サイト」への広告掲載に関するお問い合わせは、政策秘書課　☎52－6627へ
　　　◎広報まいばら　広告掲載料金：１枠　15,000 円（13,300 部発行・市内全戸配布）
　　　◎市公式サイト　広告掲載料金：１枠・１月　10,000 円（月平均アクセス数　23,000 件）

今月の表紙

手植えに挑戦 !!
③

　4月28日、山東幼稚園では4歳児親子が夏野
菜の苗植えを行いました。ミニトマトやキュウ
リ、インゲンマメなど自分の好きな野菜を選ん
で植えた子どもたち。
　「トマトのにおいがする」「葉っぱが大きいな」
と野菜の苗に興味津々で、そっと葉っぱに触れ
る姿も見られました。生命の尊さに触れるよい
機会として、野菜への愛着も深められたようで
す。これから収穫に向けて、心をこめて育てて
いきます。　　　　　　　

　田植えから収穫までのさまざまな農
作業を体験する近江公民館事業「どろ
んこ塾」が、５月29日に舟崎の田んぼ
を会場に開催され、40名の子どもたち
が手植えに挑戦しました。
　指導にあたったのは、子どもに農業
体験を提供する地元の「どろんこの会」。
　田んぼに入った子どもたちは、「ぬる
ぬるする」と泥の感触を楽しみながら、
田植えをおこないました。作業のあと
は、昨年収穫したお米で作ったおにぎり
を食べながら「早く大きくならんかぁ」
と植え終えた田んぼを見つめていまし
た。

（環境保全課）

野菜さんも生きている！
－ 山東幼稚園 －

滋賀県パスポートセンター
「米原出張窓口」からのおしらせ
　7月20日（火）は県立文化産業産業
交流会館の休館日のため、米原出張
窓口はお休みです。
　なお、大津窓口（ピアザ淡海 1階
／大津市におの浜一丁目 1-20）は、
土・日・祝日（7月19日）を除き、申
請受け付け業務を行っています。
問  滋賀県パスポートセンター
　 ☎ 077 － 527 － 3323
　  077 － 527 － 3329

休日納税窓口のおしらせ
　平日に市税や市の公共料金を納付
することが困難な人を対象に、「休日
納税窓口」を開設します。ぜひご利
用ください。
日　時▶ 6月27日（日） 9時～17時
場　所▶近江庁舎 1階窓口
持ち物▶口座振替の手続きを希望さ
れる方は、通帳と口座のお届印
問  市  収納対策課（近江庁舎）
　 ☎ 52 － 3189　  52 － 6930

内閣総理大臣名の書状を贈呈します
　先の大戦において、外地等（事変
地の区域または戦地の区域）に派遣
され、戦時衛生勤務に従事された旧
日本赤十字社救護看護婦および旧陸
海軍従軍看護婦（慰労給付金受給者
は除く）に対して、そのご労苦に報
いるため、内閣総理大臣名の書状を
贈呈しています。詳しくは、下記の
問い合わせ先までご連絡ください。
請求期限▶平成 23年 3月 31日
問  総務省大臣官房  総務課  管理室
　 ☎ 03 － 5253 － 5182
　  03 － 5253 － 5190

「市民意識調査」にご協力ください！
　市政に対する評価とまちづくりに
対するニーズなどを統計的に把握し、
今後の市政運営の基礎資料とするた
め、市民意識
調査を実施し
ます。みなさ
んのご協力を
よろしくお願
いします。
実施時期▶ 7月～ 8月（調査票配布・
回収）、9月～12月（集計・分析など）
調査対象▶市内在住の 18歳以上の方
から無作為抽出した 3,000 人（無
作為抽出のため、同一世帯で複数
の人に調査票が届く場合がありま
す。ご了承ください。）
調査方法▶郵送による配布・回収
問  市  政策秘書課（米原庁舎）
　 ☎ 52 － 6626 　  52 － 5195

400㎖ 献血にご協力ください
　患者さんの尊い生命を救うため、
献血にご協力をお願いします。
対象者▶ 16歳から 69 歳までの健康
な方（ただし 65 歳以上の方は 60
歳から 64歳の間に献血経験がある
方のみ）
持ち物▶免許証または健康保険証、
お持ちの方は献血カード（手帳）
日　 程▶
　6月16日(水)
　　10時～11時30分 山東庁舎
　　13時30分～15時30分 米原庁舎
　6月18日(金)
　　10時～11時30分 近江庁舎
問  市  健康づくり課（山東庁舎）
　 ☎ 55 － 8105　  55 － 2406

全国一斉
「子どもの人権110番」強化週間
　6月28日（月）～7月4日（日）を「子ど
もの人権 110 番」強化週間として、
子どもにかかわる相談専門の電話を
設置します。
　いじめ、体罰、虐待などの問題に
ついて、人権擁護委員や法務局職員
が相談に応じます。
実施日時▶6月28日（月）～7月４日（日） 
8時30分～19時
　＊土・日は 10時～ 17時
設置電話▶子どもの人権 110 番
　フリーダイヤル0120－007－110
問  大津地方法務局人権擁護課
　 ☎ 077 － 522 － 4673
　  077 － 522 － 5317

『STOP!不正改造』
　6 月は「不正改造車排除強化月間」
です！みんなの「目」で不正改造車を
排除して、安全安心な道路環境を作り
ましょう。

問  国土交通省　滋賀運輸支局
　 ☎ 077-585-7252
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ひとこと
アドバイス

　「食品表示」は、消費者である私たちが食品を選ぶ際の大切な情報で

す。滋賀農政事務所では、JAS 法に基づく食品表示制度に関する講習

会への講師派遣を行っています。また、食品表示の情報提供や問い合

わせを受け付ける「食品表示110番」を設置しています。

　詳しくは、滋賀農政事務所まで、お気軽にご連絡ください。

　平成 21年度に消費生活相談に寄せられた相談は 112 件
でした。トラブルの被害拡大防止のための情報も多数寄せら
れていて、米原市だけでなく、県下でも相談件数は減少傾向
にあります。
　年代別相談件数をみると、60歳代以上が 33件で、依然
として高齢者がトラブルに巻き込まれることが多く、周囲の
見守りによって被害を防ぐことが大切になっています。
　また、主な相談内容としては、はがきやメールによる架空
請求、借金、有料サイトの請求、投資や広告掲載などの強引
な電話勧誘、布団や健康食品などの訪問販売、海外宝くじ、
カニや書籍の送りつけなどがありました。

　「消費者庁」の設立、「消費者ホットライン（☎ 0570 － 064 － 370）」の稼動など、消費
者問題への関心が高まる一方、次々と新しい商品やサービスも出てきて、消費者トラブルも複
雑になっています。
　困ったことやわからないことがあれば、消費生活相談窓口にご相談ください。

　床下に自分で入り、状況を確認することは難しいので、それを口実にした悪質な訪問販売が
行われることがあります。突然訪れた業者に不具合などを指摘されても、その場で契約するこ
とはやめましょう。また、支払いを急がせる業者には特に気をつけましょう。
　　　　　　　　詳しい情報は … 国民生活センターホームページへ　http://www.kokusen.go.jp/

　突然、中年男性 2人が「床下換気扇の点検をします」と訪ねてきた。「もう
取り外した」と言ったのだが、1人が畳を上げて床下に潜った。点検から戻っ
てきた男が「換気扇はなかったが、台所と風呂あたりで水漏れしている。修理
には 8万円かかる。支払いは現金で」と言う。もう 1人も「ここが漏れている」
と風呂の蛇口付近を指差した。
　自分は床下に入れず、状況は分からなかったが、1人暮らしなので、怖くて
言われるままに支払った。後日、知人に言われて、領収証に書かれていた連絡
先に電話したが、つながらなかった。 （60 歳代　女性）

  事例から学ぼう！
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消費生活相談コーナー
困ったときは
米原市消費生活相談窓口へ

（米原庁舎１階）

受付　平日9時 30分～ 16時

相談専用　☎52-8088

この市政情報紙「まいばら」は13,300部作成し、１部あたりの単価は
15円です。（１円未満切り捨て）※職員の人件費は含まれていません。

環境保護のため再生紙を使用しています。

大豆油インキで印刷しています。

6/15 　　　　平成21年度の相談受付状況
相談件数が減少する一方、複雑化する消費者トラブル

消費者の食卓を守る「食品表示」 　ご存知ですか？JAS法では、一般消費者に販売される
すべての飲食料品に品質表示が義務付けられています。

●不審な表示を見つけたら

　食品表示110番　　
　☎ 077－ 522－ 4261
●みんなで学ぼう食品表示

　食品表示講習会
　☎ 52 － 5890

報告

強引な床下点検
　「水漏れ」を装って
　　高額の現金を請求
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